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中小企業の振興に向けて 

～ 外部機関・他団体との連携強化 ～ 

 

一般社団法人新潟県中小企業診断士協会    

会長 土田正憲 

 

平成 30年度が終わろうとしています。当協会は

今年度、以下の基本方針にもとづいて活動してき

ました。 

 

○ 基本方針 

会員が互いに切磋琢磨してコンサルティング能

力の向上に努め、自治体や中小企業支援機関、金

融機関等と連携して中小企業の振興に邁進し、充

実した「中小企業診断士ライフ」を送れる魅力あ

る組織を目指します。 

（1）会員の協会活動の参加促進 

（2）会員のコンサルティング能力の向上 

（3）外部機関・他団体との連携強化 

（4）中小企業診断士並びに新潟県協会の認知度の 

向上 

（5）財務基盤の強化 

 

 

 

昨年 11 月 7 日、「中小企業経営シンポジウム in

新潟」を朱鷺メッセにおいて開催しました。この

シンポジウムは平成 28年に制定された「中小企業

診断士の日」に関わるイベントです。当日は基調

講演に「深海探査艇 江戸っ子 1号プロジェクト」

で有名な株式会社浜野製作所 代表取締役ＣＥＯ

の浜野慶一氏を講師としてお招きしたほか、当協

会の会員が講師を務める 3 つの分科会を開催しま

した。協会会員をはじめ金融機関や中小企業支援

機関、自治体、企業経営者など約 100 名にご参加

いただき、その後の懇親会では互いに交流を深め

ました。中小企業診断士制度の普及と当協会の認

知度向上という点で一定の成果が得られたことを

実感しています。 

さらに同月 10 日には「12 の専門家による無料

相談会」に当協会として初めて参加しました。「12

の専門家」とは、中小企業診断士や弁護士、司法

書士、公認会計士、税理士など士業のことです。

各士業団体が連携して開催するこの相談会は企業

経営に関する相談こそ少なかったものの、参加し

たこと自体に外部機関・他団体との連携強化とい

う面で大きな意義があると考えています。 

私たち中小企業診断士は経営課題解決と成長戦

略策定の専門家であると同時に、それを実現する

ため、中小企業と行政・金融機関等をつなぐパイ

プ役でもあります。前述の 2 つの取り組みはまさ

にこの役割を担うためであり、ひいては中小企業

の振興に資するものであると固く信じています。 

今年度も残りわずかとなりましたが、研究会の

活動を活性化するための規約改定を行います。来

年度も冒頭にあげた基本方針に沿って外部機関・

他団体との連携を強化しつつ、中小企業振興のた

めに鋭意取り組みます。引き続きご理解とご協力

をよろしくお願い申し上げます。 
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「中小企業経営シンポジウム in新潟」開催報告 

事務局長 土田克則 

昭和 23 年 11 月 4 日に中小企業庁により「中小

企業診断実施基本要領」が制定され「中小企業診

断士制度」が発足しました。中小企業診断協会で

は、11月 4日を「中小企業診断士の日」とし、11

月 4 日の前後に各都道府県で関連イベントを開催

しております。  

新潟県協会では、11 月 7 日に中小企業経営者、

支援機関向けに、中小企業経営に役立つイベント

として「中小企業経営シンポジウム in新潟」を新

潟コンベンションセンターで開催いたしました。 

基調講演では、株式会社浜野製作所の代表取締

役ＣＥＯの浜野慶一氏をお招きして、「下町、町工

場の挑戦！」というテーマでご講演いただきまし

た。電気自動車「ＨＯＫＵＳＡＩ」、深海探査艇「江

戸っ子 1号」、ものづくり支援工房「Ｇａｒａｇｅ 

Ｓｕｍｉｄａ」等の活動が有名で、非常に注目さ

れている経営者ということもあり、多くの方にご

参加いただきました。内容も素晴らしく、感動し

て泣いている方もいらっしゃいました（当協会会

長も泣いていました）。 

 

分科会では、「事業承継研究会」、「診断士になり

たい人を支援する研究会」、小山直久会員が発表を

行いました。 

 シンポジウムの後は、ホテル日航新潟で懇親会

を盛大に開催いたしました。シンポジウム 87 名、

懇親会 29名と、大変多くの方にご参加いただきま

した。誠にありがとうございました。来年度は、

11 月 13 日（水）を予定しております。来年度も

よろしくお願いいたします。 

総務委員会 

委員長 岡田正博 

平成 30年度における総務委員会の活動は、反省

すべき点がたくさんあります。端的に言えば、イ

ベントごとに委員会を開催して合議すべきところ、

委員長である私がほとんど一人で進めてしまい、

当日の運営だけ手伝ってもらうというかたちにし

てしまったところです。皆さんの日程調整が面倒

ということもあり私が勝手に判断してしまいまし

たが、こういう「自分がやった方が早い」という

のは本来組織では陥りがちな誤りであり、こうい

うことで組織的でなく属人的な委員会になってし

まいます。深く反省いたします。 

委員長としての任期は平成 31 年度も継続しま

すので、平成 31年度は適宜委員会を開催すること

を心がけます。 

例年新しい会員が入会してきて、委員会活動に

もぜひ関わっていただきたいところですので、総

務委員会として改めて活発な活動をしていく所存

です。 

ところで、平成 30年度は診断士の日のイベント

や北関東信越ブロック会議など、例年とは違うも

のがありました。特に診断士の日は参加者にも大

変好評で、今後の継続的なイベントになることが

予想されます。平成 31年度にも診断士の日のイベ

ントが予定されており、会議の設営や運営は総務

委員会として適切に実行していきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

協会活動報告 
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研修委員会 

委員長 田村博康 

平素は、研修委員会の

活動にご理解とご協力を

いただき、誠にありがと

うございます。 

平成 31 年度研修委員

会の活動についてご説明

いたします。 

 

【平成 31年度の委員会活動方針】 

１．診断士の継続的学習機会の創出 

会員の皆様の学習機会の創出として他の委員会

と協力し、「診断士の日」の企画運営に携わってい

きます。 

２．企業内診断士向け学習機会の創出 

 昨年度は、2 社の企業様にご協力いただき、経

営診断実務を実施いたしました。平成 31年度も経

営診断実務を計画し実施いたします。 

３．更新研修の企画運営 

 平成 31 年度も理論政策更新研修を計画し実施

します。会員の皆様に新たな気付きをご提供でき

ればと考えております。 

４．その他 

 中小企業診断士受験講座の運営を引き続き行っ

ていきます。受験生の効率の良い学習のお手伝い

ができるように、より良い講座運営を目指して取

り組んでいきます。 

以上の内容で平成 31 年度の研修委員会の活動

を行ってまいります。また、会員の皆様の交流の

機会を設定することができればと考えております。

会員の皆様からの積極的なご参加をお待ちしてお

ります。ご都合をつけてぜひご参加ください。 

 

【抱負】 

 会員の皆様のお役に立てるように委員会メンバ

ーと企画立案していきたいと思います。今後も会

員の皆様からのご理解、ご協力をよろしくお願い

いたします。 

事業開発委員会 

委員長 和栗聖 

平素は、事業開発委員会

の活動にご理解とご協力を

いただき、誠にありがとう

ございます。事業開発委員

長の和栗と申します。事業

開発委員会では、これまで

中小企業診断士協会として

多岐に亘る事業を実施して

おります。そのような事業 

活動を通して、協会会員同士の交流やスキルアッ 

プが図られる機会提供を行ってきました。次年度

においてもこれまで以上に協会事業の深掘りおよ

び新規事業の受託を通して、協会会員の診断士ラ

イフ充実に貢献していきます。 

＜委員会方針＞ 

 事業開発委員会は、外部機関との連携を図り、

当協会の事業の開発および発展を担ってまいりま

す。 

 事業開発委員会として以下の事業に取り組んで

おります。 

① 既存外部連携機関からの受託事業の継続およ

び新規事業の開拓を図る。 

② 金融機関、中小企業支援機関、自治体を対象

としたセミナーや支援メニューの提案を行い、

新たな外部機関との関係構築を図る。 

③ 経営革新等支援機関として経営改善計画策定

事業の拡充を図る。 

 

事業開発委員会は当協会の収益を担う重要な 

委員会であることを踏まえ、協会の安定的な運 

営に寄与していきます。 

 

最後に事業開発委員会では一緒に活動をして 

 いただける委員会メンバーを随時募集していま 

す。事業開発委員会にご興味のある方はぜひご 

参加をお待ちしております。 
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広報委員会 

委員長 佐野盛也 

いつもお世話になって

おります。広報委員会の佐

野です。当委員会では、主

に協会の広報を担当し、

「診断士にいがた

SOUPLETTER」の発行をメイ

ンに活動しました。 

会員の皆様は「どのようなこだわり、価値観を

お持ちなのだろうか」とか「どのような書籍を読

まれているのだろうか」という関心があり、本年

は、協会活動の他に「私のこだわり」、「会員の

書籍」というコーナーを設け、執筆を頂きました。 

「私のこだわり」では、「手帳」、「革靴」、

「懐中時計」という持ち物に対する想いや「隠れ

た逸店」というお店に対する視点を通して、執筆

頂いた会員の方々のこだわり（価値観）に触れる

ことができたと同時に、お人柄も垣間見ることが

できたのではと思っております。 

また、「会員の書籍」では「効果的な伝え方」、

「知的生産性」、「リーダーシップ」、「投資家

の半生」をテーマとした書籍のご紹介をいただき、

新しい好奇心が芽生えたり、仕事への活かし方の

ヒントや自身のあり方を考える際の新しい糸口を

得られたのではと思っております。 

来年度も引き続き、会員個人にスポットを当て

た企画を考え、紙面を通して会員間の交流を行い

たいと思います。 

また、その他にも協会HPの充実（会員紹介欄の

情報更新や新鮮な情報提供など）、会員名簿の作

成も行いたいと考えております。 

ご協力いただける会員の方がいらっしゃいまし

たら、是非、広報委員会に所属頂けますと幸いで

す。宜しくお願い申し上げます。 

最後に、会員の皆様、日々ご多用のなか、広報

誌の執筆にご協力を頂きまして誠にありがとうご

ざいました。心からお礼申し上げます。 

 

企業再生支援研究会 

 代表 渡邉重仁 

企業再生支援研究会で

は、協会会員の企業再生支

援に関するノウハウ・知識

向上に資するセミナー等

を行うことを主な活動内

容としています。具体的に

は、会員による中小企業の

再生支援の現場の事例発

表です。会員同士での情報交換を通じて企業再生

に関わる様々な課題の討議を通じたコンサルティ

ングスキルの向上を図るほか、実務担当者間での

人脈形成の場を提供することを目的としておりま

す。 

中小企業を取り巻く経済環境は人材不足を始め

とし、年々厳しくなってきており、それとともに

我々中小企業診断士の診断スキルが必要とされる

機会も増えてきていると実感しています。今後も

当研究会が会員にとってよりよい情報交換の場と

なるよう努めていきたいと考えております。 

平成 30年度は 3月 9日（土）に、アオーレ長岡

協働ルームにて、会員より小規模事業者の経営改

善事例というテーマで実施いたしました。当協会

の田中洋介会員、当協会専務理事の近藤信会員の

２名より発表していただきました。 

今年度 3 回を目標としておりましたが、私の力

不足もあり 1回のみの開催となりました。平成 31

年度は年 3 回の研究会開催を必ず実施したいと考

えております。日程・内容等については研究会会

員のみならず、広く会員の皆様へ向けてご案内さ

せていただきますので、今まで参加されたことの

ない方でもお気軽にご参加ください。来年度もど

うぞ宜しくお願い致します。 

 

 

 

 

 

研究会報告 
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事業承継研究会 平成 30年度 活動報告 

代表 土田正憲 

事業承継研究会の本年度の活動は以下のとおり

です。 

◎ 第 1回 

・テーマ：27歳で家業を継いでから 

46歳で事業譲渡するまで 

・講師：土田克則会員 

土田会員自らが経験した事業承継事例を発表し

ました。「目に見えにくい経営資源」の承継に苦労

したことから、円滑な承継を強調していました。 

 

 

◎ 第 2回 

・テーマ：不動産の小口化 

～新しい相続対策の選択肢～ 

・外部講師 

 不動産の小口化と、相続・事業承継対策の手法

としての不動産活用に関する説明を受けました。

初めてこの手法を知った会員もおり、知識の補充

に役立つ研究会となりました。 

 

上記の 2回の研究会のほか、11月に開催された

「中小企業経営シンポジウム in新潟」の分科会に

おいて、辰喜太輔会員が「特例事業承継税制」に

ついて発表しました。辰喜会員は税理士でもあり

「税の専門家」として同税制に関する詳細を説明

しました。研究会メンバーに加えて金融機関や自

治体の職員など様々な方が参加されました。 

事業承継研究会は来年度さらに活動の幅を広げ

ます。ご興味のある方はぜひご入会ください。毎

回行われる懇親会も大いに盛り上がっています。

診断士になりたい人を支援する研究会 

代表 土田克則 

 中小企業診断士を目指す人たちの接点の場、そ

の人達と協会に所属する現役診断士との接点の場

を提供することを主な目的として平成 30年 8月に

設立させていただきました。活動としては、「飲み

会」を開催するための口実として、「情報交換会」

や「二次試験の解き方を研究する会」を開催いた

しました。 

○9月 15日 「情報交換会」 

 診断士 7名 目指している人 8名 計 15名 

○10月 6日「二次試験の解き方を研究する会」 

 診断士 5名 目指している人 5名 計 10名 

○2月 2日「二次試験の解き方を研究する会」 

 診断士 7名 目指している人 9名 計 16名 

過去の受験講座の受講生や、現役診断士からの紹

介というクチコミのみで参加者を募りましたが、

予想以上の多くの方に集まって頂きました。 

他にも、「経営診断シンポジウムｉｎ新潟」の分

科会の枠を一つもらって、「中小企業診断士ガイダ

ンス」を行いました。私が「診断士とは」という

テーマで話し、他にも平野会員に「診断士試験と

は」、鎌田会員に「企業内診断士の活動」というテ

ーマで話していただきました。今年度は、精力的

に活動して、多少疲れた感もありますが、診断士

に合格する人が一人でも増えるよう、来年度も頑

張ってまいります。引き続き、よろしくお願いい

たします。 

 

（シンポジウムの分科会で発表する平野会員） 
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青年部会 

会長 長谷川貴一 

皆様、いつも大変お世話

になっております。青年部

会会長の長谷川貴一です。 

今年度の活動総括という

ことで、ご報告させていた

だきます。 

今年度、青年部会は会員

相互の交流や情報交換をす

ることを目的として、勉強会や会合を行いました。

入会年度が若い会員の方を中心に、20名ほどの方

に入会していただき勉強会や会合で情報交換を行

うことができました。 

協会活動に関することや診断士業務など様々な

ことに関して情報交換をさせていただき、青年部

会員の方にとって、とても有意義な時間になった

のではないかと感じております。また、勉強会や

会合などでどのようなことをしていきたいかにつ

いて、部会員の方から多くのご意見をいただきま

した。皆さんが当事者意識を持ち、積極的にご参

加いただけたことは青年部会としてとても良かっ

たことであったと考えています。 

私自身、部会長としての活動が初めてというこ

とで慣れていない部分もあり、青年部会の活動ス

タートが遅れ開催回数が少なくなってしまいまし

た。ただし、部会員の方や土田会長にご協力いた

だき会を開催できました。 

来年度はいただいたご意見をもとにひと工夫を

行った青年部会を企画するとともに、青年部会に

参加される方がより協会や協会員に関して興味を

持ち、協会活動への積極的な活動ができるよう務

めていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

井村吉孝 

「私のこだわり」という

題目で原稿を書かせて頂

くことになった。あらた

めて考えてみると・・・

ない。さてさて困ったと

再考していると１つ思い

浮かんだ。それは飲食店

に関することである。 

新潟であれ、出張先であれ、「どこに行きましょ

う？」とか「どんなお店がいいですか？」等の問

いかけに対し、こんな風に答えることがある。「暇

で、安くて、旨い店」と。すると大抵「ありませ

んよ、そんなお店」と返ってくる。あるんだな、

それが。花金や忘年会シーズン等どこへ行っても

混み合っているような時期でも、必ず入れて美味

しい料理がリーズナブルな価格でいただけるお店

が。勿論、私自身が毎日通うわけでもなく、極め

て観念的な表現であることは十分承知している。

言い換えれば「隠れた逸店」・・とでも言おうか。 

以前、上大川前にＹという小料理屋があった。若

い夫婦お二人で営まれていて、まさに条件通りの

お店であった。何を食べても美味しい。お客様が

いないのでカウンター越しに話もはずむ。知人を

連れていくと、また来ましょうということになる。

しかし、数年前に閉店してしまった。この時は本

当に愕然としたものだ。今も古町に 30年以上お付

き合いさせてもらっているお店がある。ここも条

件にピタリのお店なのだが、最近少し様子が変わ

ってきた。これまでは予約などしたことがなかっ

たのだが、満席で断られることが何度かあった。

「えっ！」と思う反面、少し嬉しい気持ちになる。

加齢のせいか最近は出不精になり新規開拓が進ん

でいない。これを読んで一緒に開拓してもいいと

思われた方がいたら、是非ひと声かけていただき

たい。最後にもう一つ条件を付け加えておこうと

思う。 

「暇で、安くて、旨くて、継続する店」と。 

 

＜お写真＞ 

私のこだわり 青年部会 
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田中裕輔 

 こだわりを持ってその品

物を吟味しているわけでは

ないですが、他の方々と違

う私の持ち物は時計です。

私は普段、腕時計ではなく、

懐中時計を身に付けていま

す。 

別に懐中時計に興味があ

るわけではなく、単に腕時計をするのが嫌なので

す。手首を締め付けられる感じが嫌なのです。高

校生のころから。学生時代は、腕時計を持っては

いても腕にはめず、ポケットに入れていました。

席に着けば腕時計を机の上に置いていました。そ

んな私が 25年ほど前に懐中時計を頂きました。そ

れ以来ずっと懐中時計です。 

 懐中時計の良いところは・・・実はあまりあり

ません。 少し不便に思うことの方が多いかもしれ

ません。例えば、お客様と打ち合わせをしている

ときに時間が気になった場合、腕時計であれば気

付かれないようにチラ見することもできるでしょ

うが、懐中時計はそうはいきません。ポケットか

ら引っ張り出さなくてはいけません。お客様の前

で露骨に時間を気にする素振りは見せられません

ので、それはできません。でも時間が気になる。

このような場合、相手の腕時計をさりげなく見る

ようにします。なかなかうまく見ることが出来ま

せんが。 

 また、新しい時計に買い替えようと思っても、

売っている種類は 4 種類ぐらいしかありません。

蓋付きか蓋無しか、色は金か銀か。ほぼ選ぶ余地

がありません。ただ値段は安いです。たまに質屋

さんの質流れ品に年代物の懐中時計が並んでいた

りします。 

 もう 25 年以上も懐中時計を使っているので、

若干の不便さを感じながらも、もう腕時計に戻ろ

うとは思いません。懐中時計は私のトレードマー

クになっています。あまり気付かれませんが。 

 

熊木理 

私が御紹介する本は、村

上世彰著、「生涯投資家」

です。 

本書では、かつて、「村上

ファンド」によって、世間

の注目を集めた著者の半生

が綴られるとともに、日本

の投資環境の問題点やそれ

に対する提言などが記されています。 

著者は通産省でコーポレート・ガバナンス（Ｃ

Ｇ）を研究したのち、村上ファンドを立ち上げま

した。ファンドはＣＧの不全により株価が割安に

放置されている企業の株式を買い集め、物言う株

主として、企業に変革を迫り、企業価値（株価）

を高めたうえで売却し利益を得る。著者は、これ

により、ＣＧを日本の企業にも広く適用させ、資

金が効率的に循環する社会の実現を目指しました。 

しかし、著者の目論見は様々な障壁によって阻

まれ、思いどおりに進みません。さらに、著者の

逮捕によって、ファンドは解散。事件後、喧騒を

離れるため、著者は日本を離れました。 

さて、著者の述べた日本を変えたいという志は

本当だったのでしょうか。華僑で投資家の父から

帝王学を受けた著者が、日本社会を変えようとい

う志を抱くまでの過程に飛躍があるような気もし

ます。うがった見方をすれば、志は後付けで、自

らの金儲けのための建前に過ぎないのではと。し

かし、著者の主張は理にかなっており、行動はル

ールに基づいている。一方で、障壁となった企業

経営者たちは、自らの利益にのみ忠実で、ルール

を無視している。本書では、そのことが明確です。 

長い間、沈黙していた著者が、本書を書いた理

由はあとがきにあります。村上家にとっては不幸

な事件でしたが、本書の出版という形で昇華され、

正当に評価されていることは幾ばくかの救いです。 

ちなみにｋｉｎｄｌｅ版は、3月 8日現在、Ａｍ

ａｚｏｎ Ｐｒｉｍｅ会員であれば、無料で読むこ

とができます。まだの方は、ぜひ、ご一読を。 

会員の書棚 
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田中智行 

私が最近読んだ本は、 

「自分が源泉 ビジネスリ

ーダーの生き方が変わる」

（鈴木 博著・創元社）で

す。 

この本は、参加業種 70

種・1,000社を超える中小企

業経営者向けの研修を主催してきた著者が、「自分

が源泉」の立場をとることがリーダーシップの本

質的で重要な在り方であることを平易な文章で事

例を交えて解説しています。 

「自分が源泉」とは、「すべての結果は自分が創

りだしているという立場をとり、良い、悪いは別

にして、自分が創ったという立場に立って結果と

向き合うこと」と定義されています。実践方法と

して、「完了～自分が源泉で完了を生きる」、「イン

テグリティ～人生を自らの存在理由から生きる」、

「コミットメント～未来を創作する」の 3 つが紹

介されています。 

「完了」とは、「起こっている状況やそのときに

感じる自分の思いや感情に対して、そのままでい

いという許可を与えること」で、事実を事実とし

てみることができる、「インテグリティ」とは、「反

応（感情）や状況によらず、その人が持って生ま

れた存在理由を生きること」で、ぶれない軸がで

きる、「コミットメント」とは、「できるという確

信や、過去の経験による裏付けのないことを『や

る』と宣言すること」で、未来にチャレンジでき

ると提唱しています。 

個人がリーダーシップを発揮する際に、参考に

なることは勿論ですが、中小企業診断士が中小企

業支援において、戦略を策定する際にも、理念・

ビジョンの設定では「インテグリティ」、環境分析

や課題の把握では「完了」、目標設定や経営戦略・

戦術・計画・アクションプラン策定では、「コミッ

トメント」が活用できると思います。 

何かの問題や結果の原因を周囲に求めてしまい

そうになるときに、思い出したい考えです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編集後記 

広報委員会 

 佐野盛也 

先日、広報活動の一環として「士業勉強会」に

参加させていただきました。 

その際に感じたことは、各専門士業の知識、経

験を持ち寄り、同じテーマについて考えると、部

分最適になることを避けられたり、気付かないと

ころに気付くことができるということでした。 

お客様に目を向けた時、本当にこの取組が最適

なのかと立ち止まり、テーマに関連する各専門士

業の視座から見解をもらうことができればすごく

心強いと思いました。土田会長の巻頭言にもあり

ますが、外部機関・他団体との連携強化の重要性

を実感した勉強会でした。 

来年度も広報委員会といたしましては、協会活

動、協会員の活動にフォーカスし、会員の皆様が

興味深く読める広報誌の作成を目指していきます。  

会員の皆様には、ご寄稿のお願いをすることも

あると思いますが、何卒ご協力の程、宜しくお願

い申し上げます。また、企画に関してご要望等ご

ざいましたら、お気軽にお申し付け頂ければ幸い

です。 

広報委員会より 

クリップボード 

 

◆平成 31年 5月 25日（土） 

 第 7回定時社員総会 

場所：新潟グランドホテル 

◆平成 31年 8月 31日（土） 

 理論政策更新研修（新潟会場） 

 場所：新潟グランドホテル 

◆平成 31年 9月 7日（土） 

 理論政策更新研修（長岡会場） 

 場所：長岡商工会議所 

 ※長岡会場は小規模開催になります。 

 

  

 

 


